
数学記述型入試（Ａ日程） 数学解答例 

 

2020年 1月 22日実施 

１                                              

(１) 

 与式=(3a)2+(-b)2+42+2･3a･(-b)+2･(-b)･4+2･4･3a 

   =9a2+b2+16-6ab-8b+24a 

   =9a2+b2-6ab+24a-8b+16 

 

 

(２) 

 与式=a4+6a2+9-a2 

   =(a2+3)2-a2 

   =(a2+a+3)(a2-a+3) 

 

２                                              

(１) 

 y=-x2-2x+1 

  =-(x2+2x)+1 

  =-(x+1)2+1+1 

  =-(x+1)2+2 

 軸の方程式 x=-1 

 頂点の座標 (-1,2) 

 右図より x=-1 のとき最大値 2 

(２) 

 2 次関数を y=ax2+bx+c とする 

 3 点 A,B,C を通るから 

  A : -4=a(-1)2+b(-1)+C 

      a-b+c=-4…① 

  B : 4=a･12+b･1+c 

     a+b+c=4…② 

  C : 5=a･22+b･2+ｃ 

     4a+2b+c=5…③ 

 ①②③より a=-1,b=4,c=1 

 よって求める 2 次関数は y=-x2+4x+1 

 

 

３                                             

 

 与えられた表より右図を作成した。 

 求める標準偏差は 

  数学 √621 ×
1

5
 =11.144････ 

  理科 √313 ×
1

5
 =7.912････ 

  数学と理科の相関係数は 

  
398

√621×√313
 =0.902････ 

 よって 数学と理科の試験結果より両教科の平均点はおよそ 16 点数学の方が高く、両教科の点数には 

 非常に強い正の相関が認められる。 
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４                                             

(１) 

 (sinθ-cosθ)2=sin2θ-2sinθcosθ+cos2θ 

       =1-2sinθcosθ 

 sinθ-cosθ=
1

2
より 

  (
1

2
)2=1-2sinθcosθ 

 
1

4
=1-2sinθcosθ 

 よって sinθcosθ=
3

8
 

 

 

(２) 

（sinθ+cosθ）2=sin2θ+2sinθcosθ+cos2θ 

         =1+2- 

3

8
=

7

4
 

  0゜< θ < 90゜より 

   sinθ>0 かつ cosθ>0 

  よって sinθ+cosθ=
√7

2
 

 

５                                             

(１) 

  4･22ｘ-2-2ｘ+1＝8 

  22･22ｘ-2-2･2ｘ-8=0 

  22ｘ-2･2ｘ-8＝0 

  (2ｘ)2-2･2ｘ-8=0 

 (2ｘ-4)( 2ｘ+2)=0 

   2ｘ>0 より 

    2ｘ=4 

   よって x=2 

(２) 

 真数条件より {
 𝑥 − 1 > 0                                     

 𝑥 − 2 > 0 よって𝑥 > 2･･･①
 

  与式より 

  log2(x-1)=log22(x-2)2 

         x-1=2(x2-4x+4) 

         x-1=2x2-8x+8 

        2x2-9x+9=0 

    (2x-3)(x-3)=0 

   ①より x=3 

 

６                         ７                    

 

 f(x)=-x3+3x2+9x より 

 f’(x)=-3x2+6x+9 

      =-3(x2-2x-3) 

      =-3(x+1)(x-3) 

 増減表を作ると 

x … -1 … +3 … 

f’(x) - 0 + 0 - 

f(x)  -5  27  

 よって  

     x=3 のとき 極大値 27 

     x=-1 のとき 極小値 -5 

  

 サイコロ 1 つを 1 回投げたとき 

 3 の倍数が出る確率は，
2

6
 = 

1

3
 

 よって 3 の倍数が 2 回出る確率は， 

  5C2（
1

3
）（

2

3
）= 

80

243
 

 

 二項分布（5 , 
1

3
 ）に従うため， 

 標準偏差は， 

 √5･
1

3
･(1 −

1

3
) = √

10

9
 = 

√10

3
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